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1. は し カt き
水質の如何は我々の日常の生活のみでなく，農業，工業，水産など諸種の産業仁とって重大な
関係、があるが，ことに農業の中心が稲作であり，河川から多量のかんがい水を取り入れるアジア諸国
において，水質の相違，含有化学成分の多少は施肥の合理化，かんがい計画の立案などに当って
大切な問題である.
筆者は 1941年以来今日までの多年にわたって日本全域の河川|を対象として化学的研究を行い，
その水質を明らかlこしたが，今回ロックフエラー財団の助成と各国政府の協力を得て，気候地質
などを日本と著しく異仁する東南アジア諸国の水質を明らかにする機会を得た.
本文では世界的な米の轍出国として知られるタイ圏内の水質の大勢をうかがうため仁，同国農務
局長 LakKashemsanta殿下を始め，関係各方面の援助の下に河川28，湖水2，水道水1の
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第 1表採水地点一 覧 表
No. 
??
場河 名 水 所採
1 Mae Khong R. 
2 Mae Khong R. 
3 Mae Khong R. 
4 Lake Nong Han 
5 Chi R. 
6 Chi R. 
7 Phao R. 
8 Mun R. 
9 Mun R. 
10 Chantaburi R. 
11 Prachin R. 
12 Bang Pakong R. 
13 Ping R. 
14 Wang R. 
15 Ping R. 
16 Nan R. 
17 Nan R. 
18 Yorn R. 
19 Mae Narn Chao Phraya 
(Salaklang R.) 
20 Mae Narn Chao Phraya 
21 Pa Sak R. 
22 Pa Sak R. 
23 Mae Narn Chao Phraya 
24 Supan R. 
25 Kwae Noi R. 
26 Mae Klong R. 
27 Churnphon R. 
(Tatapao R.) 
28 Tapi R. 
29 Lake Talesaab 
30 Sai Buri R. 
31 Service Water 
Chiengsan. Chiengrai. 
Thakai. Nongkai Province. 
Mukdaharn Village. Mukdaharn District. Nakorn Panorn 
Province. 
Middle of Nong Han. far frorn以>nSawan Island to the 
east about 300 rneters. Sakon Nakhon. 
Bankai Local Arnphur Muang. Changwad Chaiyaphurn. 
Tha Phra Village. Kon Khen. 
Kalasin. 
Turnbol T∞rn. Arnphur Tartoorn. Surin. 
Tumbol Phaturn Arnphur Muang. Changwad Ubolrajata凶.
North of the Brldge-Tacheng. Chantaburi. 
Prachinbury Market. Muang District. 
Narnuang Arnphur Muang Chachoengsao. 
Chedi Ngarrn. outside USIS. Chiengrnai. 
Banlang Village. Arnphur Muang Larnpang. 
Rahang District. Arnphur Muang Changwad Tak. 
Changwad Nan. 
Pitsanuloke. 
Klongtan Vi1lage. Srisarnrong. Sukhothai. 
ln front of the Salaklang Changwad. Uthai Thani. 
Sornpowlorne Vi1lage. Arnphur Krungkow. Ayuthaya. 
Petchabun. 
Sriburi Rak Ternple. Pakpreow Village. Muang District. 
Saraburi Province. 
Tumbol Parkred Arnphur Parkred Changwad Nonburi. 
Tapiliang District. Supanburi. 
Wang Po. Siyoak Subdistrict. Kanchanaburi. 
Burgpai Arnphur Bang Pong of Rajburi. 
Near the railway bridge. Churnphon. 
Suratthani. 
Between the islands Kohyai and Kohhaa. Lurnpurn 
Vi1lage. Patthalung. 
Tah Ruah District. Turnbol Rusoh Arnphur Rusoh 
Changwad Narathiwat. 
Ernbassy of Japan. Bangkok City. 
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計31を選び，各箇所から1年聞にわたり毎月 1回ずつ12回の試水を一斉lこ採取し，筆者の研究
附に航空便で職送し，分析して得た結果を報告する.
日.試水の採取
採水渇所の還定 採水場所の選定に当つては1956年6月に筆者がパンコック仁赴いて農務局
長 LakKashemsanta殿下と相談の上，タイの全土にわたって31地点を選んだ.その詳細は第
1表並びに第1図に示すとおりで，タイ米の主産地であるメナァムチヤオブラヤア(日本での通称メ
ナム)11)流域の11箇所を筆頭に，タイ，ラオス国境線を流れるメコン本流の3箇所，同川支流6
箇所のほか，マライ半島の河川湖沼，パツコック市の水道水なEも加えてある.
採水方法 試水の採取に当つては各採水場所の近傍に駐在する農業技術者の協力仁よ
って，河川のなるべく中央部の流速が大で且つ深い場所から，水面下 15-20cmの水を，筆者が
あらかじめ送付しておいたポリエチレγ容器に採取し，直ちに前記食務局長の手元に集めた後，アジ
ア協会パγコック派遣員渋沢正一氏の好意によって，航空小包使として筆者の研究室仁送り届け
られた.
採氷期間 パンコック市の水道水を除く他の30地点の試水は，第1回の採水日を1956
年7月15日と定めて一斉仁採取し，その後毎月の15日を期して1957年6月15日に至るまでの
満1年間仁12回の一斉採取を繰り返した. しかし交通の使や採水者の都合仁よって採水日が変更
された場合があるから，第2表分析表の中に各試水ごとに採水日を記しておいた.
11.分析方法
分析方法はタイ，日本両国の水質を比較する都合もあって，筆者が従来から本邦河川の化学的
研究に用いて来た方法をそのまま採用した.その概要は次の通りである.
カルシウム 試水を静置し，その上澄液を取って蒸発乾澗し，残・溢を塩酸で処理して珪
酸を分離除去した後，常法に従や穆酸を加えて落酸カルシウムとして沈澱させ，溜過洗練後沈澱
を硫酸に溶解し，遊離する蔭酸を過マンガン酸カリ液で滴定する.
マグネシウム American Public Health Associatonの定めた標準分析法 (1946)仁よ
り，試水に稀硫酸，澱粉(保護腰質として)，硫酸カルシウム溶液を加えてその都度混合し，チタ
ツイエロー 液および苛性ソー ダ液を加えて発色するピγク色を比色定量する.
ナトリウムおよびカリウム 光電分光光度計と自記記録装置を備えた島津製炎光分析装置
を使用.
アルカリ度 (HC03) ブロムクレゾー ルグリー γを指示薬とし， pH 4.2および4.4の緩衝液
が呈する色調と比較しながら，その中間色のpH4.3まで酸をもって滴定し，得た値から算出する.
硫 酸 泡 塩化パリウム重量法によって正確証結果を得るため仁は多量の試水を必要と
する欠点があるので， Fiske (1921)，岩田(1936)のぺγヂジンによる微量容量分析法仁変更を
加え次の方法によった 試水 20ccを塩入式ミクロビー カー (塩入， 永原1933;塩入， 米国
1940 ;岩崎1941)内でー担蒸発乾澗し純水1ccとベンヂジン試薬0.2cc，アセトン0.5ccを加
えて混和し生ずる硫酸ベンヂジγの沈澱を1夜放置した後，石綿の代り仁浦紙の繊維をつめた微量
分析用溜過榛(同前〉をもって吸引浦過し，アセトソで洗練した後，針の先端をもって湾紙と沈
澱どを浦過稼から引き出して元のビーカー内に入れ，滞過棒を挿入したまま純水約 20ccを加えて
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煮沸を続け， 液量が約 1cc t:なるまで濃縮した後，フ工ノー ルレッドを指示薬とし1/1∞Nアルカ
リ液で滴定し，空試験の結果を差し引いて S04の値を算出する. 煮沸の左きはビー カー の内壁lこ
附着する硫酸ベンヂジンの沈澱が溶解し難ゃから，それが完全に溶解するまで注意して浦過榛の先を
もってビー カー の内壁をこすり落しながら煮沸を続ける.また1回の沈澱操作ではベンヂジン硫酸の
中仁不純物が爽雑して滴定値を低くする場合が認められたので滴定後の液を塩酸々性となし，ベン
ヂジン試薬とアセトンを加えて硫酸を再沈澱させ，浦過，洗糠，滴定を繰返しその値を採用した.
塩 化 物 クロム酸カリウムを指示薬としミクロビュー レットを用ひて硝酸銀液をもって
滴定する.塩化物の含有量が稀薄な試水の場合には，空試験の結果を差し引いてもなお実験値が
過大になる傾向を認めたので， 滴定のときには純水のほかに0.5，1.0， 2.0mg/lなどの標準液を
調製して試水と並べて比較滴定を行い，終点の決定lこ正確を期した.
珪 酸 硫酸とモリブデン酸アンモγにより発する黄色〈三宅1949)を島津製 QB
50型光電分光々度計により測定.
鉄 試水を静置して混濁物を除いた後ロダンカリ法により比色する. 混濁物の多い場合には遠
心分離器を用。てそれを除いた.
崎豊 酸 窓 モリブデン酸アンモソと塩化第1錫により比色.
硝 酸 塩 ジフェニー ルアミン法仁より比色.
アシモニウム 米国公定農芸化学分析法(A.O. A.C. 1940iに従ひ，試水仁微量の炭
酸ソー ダ液を加えて蒸溜し，溜出液にネスラー 試薬を加えて比色する.但し;蒸溜装置にゴム栓ある
いはコルク栓を用いると，アンモニア類似物が溜出してネスラー 試薬を発色きせ分析値が過大となる
傾向を認めたので，蒸溜装置の連結部分はすり合わせガラスとし，また試水の量を節約するため仁小
型のフラスコを用ひた.
アルブミノイド窒素 アγモニウムの蒸溜残溜液にアルカリ性過マンガン酸カリ液を加えて再び
蒸溜し，水中の有機物から分解して溜出するアγモ二アを比色定量する.(A. O. A. C. 1940) 
蒸発残:査 試水を静置して上澄液が透明となる場合にはその上澄液をとり，しからざる
場合には最高20，000回転の遠心分離機を使用して混濁物を除去した後，蒸発乾洞し;秤量する.
秤量の際は白金皿を用いると残i直が吸湿して， 結果が過大となるのを防ぎ得なかったから，蓋のつ
いた特殊な秤量管を使用した.
pH 比色法による.
硬 度 カルジウムおよびマグネシウムの含有量から算出する.
IV. 分析結果，および含有緒成分のタイ圏内における分布
第2表に掲げる分析成績は前記の採水地点31箇所から年聞に12回ずつ一斉に採水し分析して
得た結果を示す.との成績によってタイ圏内の水質の概況を成分別仁述べてみると次のとおりである.
pH タイ国の水は反応、からみる限り弱酸性のものが圧倒的に多い.年間12回の平均値がpH
6.8以下の弱酸性の水は31箇所のうち23に及んでおり，ムウソ川上流部(スヮリツ)のpH5.9， 
パンパコンJIの6.0，チャンタブリイ)1，ノンハー γ湖，およびタイの南端マライ半島のサイブリイ川
の6.1などを最低値として，パオ川，ムウン川(ウヮボソ)，タピイ川およびブラ 7チγJIIの6.4，チ
イ川(チィヤブウムi，タレサ{ブ湖の6.5など， 多数の水が弱酸性を呈している. 中性ないしアル
カリ性の川としては，わずか仁メエクロソ川の pH7.0とクワノイ)1の7.1の二つに過ぎない.
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包潤
両流域， およびメコツ本流に多量に含まれており， 従って，
これらの河水に対しては石灰岩の影響の大きし、ことがうかが
われた. 反面マライ半島部， タイ東海岸， コラー 卜高原
東部の水には少量な傾向があった.
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Ca含有量が最も高いパサク川の年間の変化は第3図の
とおりであって.Ca含有量の最高値は乾期に当る1957年
2月15日の73.8mg/lであり，雨期中の最低値1956年
7月15日の12.1mg/lに比べると約6倍の濃度であった.
しかもパサクの乾期の試水は筆者の研究室に1年間保存後
に分析したところ.Caとアルカリ度とが殆んど半減してお
り.CaC03が沈澱となって析出したことが認められた.
10 
網
" 
:0 
。 しかし反対に，石灰岩の影響が少なく Ca含有量が最も
低いサイブリイ川は最高時に2.4mgん最低時1.1mg/lで
あって，その季節的変化の幅はパサク川に比べると著しく小
であった.
畑出7 年
7 ・・ 10 1 12 1 2 J・・・日
l:i IJ 11 1A鍋踊 UU路島・組踊目
第 3 図
パサクJI(サラプリイ)の Ca
とアルカリ度の年間変化
マグネシウム
内にあって，
Caの場合
と同様仁川
による相違
が大きい.
最高はメ工クロン)1の8.6mg/lであり，次位はモ
の上流クワノイ)1の8.0mg/lである.その他メナ
ァムチヤオブラヤァ上流域にあるヨム)1.メコγ本
流，パサク川なEにも比較的多量仁含まれる. し
かし反面，ノンハー γ湖，チャツタフリイ川およびサ
イフリイJIの0.7mg/lを最低値としてマライ半島
部， タイ東海岸およびコヲート高原の諸川仁少な
い傾向がある.タイ園内における Mgの分布状況
は第4図のとおりであって， 大体 Caの多い河川
仁はMgも多量であり.Caの少なし1河川には Mg
も乏しい傾向がみられる.
ナトリウム タイ東部のコヲート高原を
構成するコヲート地層の砂岩中には岩塩層がある
くThaiRoyal Department of Mines 1953)と
考えられており， しみ出す食塩の影響lこよって同地
方を貫流する河川には Na が非常に多~'.コラー
ト高原の中央部を東流するチイ)1はコオツケzシで
年間平均57.1mg/lを含有し，またその南側を
東に流れるムウγ)11は，ウヮポツ地点で40.仇ng/l.
-80ー
Mg含有量はO.7~8.6mg/l の範囲
第4図
凡 例
0一一1.4以下
φ一一1.5-2.9 。一 3.0-4.4 @一一4.5-5.9 @一 6.0-7.4 .一7.5以上
Mg含有量の分布
(年間平均値)
スゥリγ地点で28.7mgjlを，またパオ川は23.6mgjlを含
む.最高のチイ)1(コオツケェシ〉は第5図に示す如く乾期
の最高時には192.9mgjlを記録したが，雨期の最低時には
わずかに3.9mgjlとなり，その濃度の変化は非常に大であっ
た. しかしチイ)1の上流郎チ 4ヤブゥム地点、での Na含有量
はコオシケェン地点仁比べ著しく少量であってb最高時38.3
mgjl，最低時1.5mgjl，年間の平均は14.1mg/lに過ぎな
かった.従ってコラート高原の河水lこ含まれる Naの量は，
季節的な変化のみでなく， 場所によっても非常に大きな椅異
のあることが認められた.
コヲート高原以外の地域では，パシパコンJI，タピイ川お
よびタレサー ブ湖が海水の混入じよって Naの増加を示した
時期があり，またパンコック市の水道水も海岸lこ近接する関
係で最高時31.2mgjl，最低時10.1mgjl，年間の平均値
19.1mgjlと比較的高い値を示した.
しかし以上の水を除くと，他の河川の年間平均含有量
は2.3-11.2
mg/lの範囲内
仁あって，中で
もクワノイ，チ
ャγタフリイ，
サイフリイ， メ
エクロγ，ピγ
tチェγマァイ】
??
? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ?
?
? ?
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第 5 図
チイ川(コオンケェン地点)
のNaとClの年間変化
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Na含有量の分布
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凡
第6図
などの諸川は Na量が稀薄であった.
やまタイ園内における Naの分布を図示すると第6
図のとおり，コラー ト高原の阿水に多量仁含まれ，マ
ライ半島部，メナ7ムチヤオブラヤ7上流部， メエク
ロン流域に少量な傾向がみられる.
カ リ ウム Kはいうまでもなく重要な肥料
成分であり肥料3要素 (N，P， K)のうちでは河川
中に最も多量に含まれる.調査した31箇所のうちK
の年間平均含有量が最高であったのはメナァムチヤオ 7 
ブラヤ7中流部〈ウタイタ Tニ〉の 4伴mgjlであ
り，つひでスッパγ川の 4.3mg/l，パオ川の 4.2mg/l
などであった. その他チイ川の2地点.(チ 4ヤブヮ
ム， コオンケェγ)，ムウシ川(スゥリγLワシ)1(ラ
ムパン)， ピン)1(タTク)， パサク)1 (ペッチT1
γ)，メナァムチヤオフラヤァ下流部の 2地点(アユ
タァヤ， ノγブリイ〉など， 多数の水が 3.0mg/l
-81ー
凡例回
。一一1.1以下。一一1.2..1.6 。一一1.7-2.1 @一 2.2-2.9 ・一 3.0-3.9 ・一一4.0以上
第7図 K含有量の分布
(年間平均値)
を越える濃厚な値を示した. 反対にK含有量が少
ないのはナン)1(ナン)およびタレサー ブ湖の1.1mgjl
と，サイフリイ)1の1.3mgjlである.
やまタイ圏内における Kの分布を図示すると第7
図のどおりであって，メナ7ムチヤオブラヤ7流域ど
コラー ト高原の諸)1に多量であり，マライ半島都，
タイ東海岸，メコツ)1本流なEに少量の傾向があ
る. しかしタイ国の28河川1，2湖沼のK含有量の
平均は第2表の下端に示す通り 2.5mgjlであっ
て， 日本の平均1.3mgjlの約2倍仁あたる.
アルカリ度 (HCOs) 天然の河水は石灰岩の
溶解によって重炭酸カルジウムを含有しており，土壊
の酷性を中和する効果があるが，反面工業用水とし
て硬度を高める不利がある.HC03の年間平均が
最高を示したのはパサク川(サラフリイ〉の 164.6
mgjlであったが， その上流〔ペッチ71ン)の
131.3mgjl，メエクロツ川の162.1mgjl，クワノイ)1
の138.7mgjl，ヨム川の140.8mgjlをはじめとして，
メコン本流の3地点， メナ7ムチヤオフラヤ 7流域
のピン，ヮγ，ナγなども 100.0mgjl以上の濃厚な
値を示してやる.HC03が最高のパサク)1の年間の含
有量の変化は第3図の通り，最高時仁おいて256.8
mgjl， 最低時lこ50.7mgjlであり，ことにその乾
期の試水は筆者の実験室仁約1年間保存したとこ
ろ， CaとHC03が半減して CaC03が析出する程
lこ波厚であった. しかし反対仁ノγハー ソ湖の 15.5
mgjl，マライ半島サイアリイJIの15.8mgjl，東海
岸チャンタブリイ川の16.0mgjl，パジパコンJlI(チ
ャチ=ウγサオ〉の17.7mgjlなどは稀薄な水であ
る.
いまタイ圏内におけるアルカリ度の地理的分布を
示すと第8図のとおり，メナ 7ムチヤオフラヤ 7，メ工
クロン両流域の諸川に多く，タイ東海岸，マライ半
-82ー
第8図 アルカリ度 (HCO.I) の分布
(年間平均値)
島部，コラート高原地域に少量であって，第2図Caの分布と大体一致する.
なおタイ圏内30地点の含有する HCOaの平均は82.6mgjlであって，後記の通り， 日本の平
均 32.3mgjl仁比べるとアルカリ度が非常に高札
硫 酸 塩 パソコック市の水道水は年間の平均が36.3mgjlもあって，他の水仁比べる
と飛び抜けて高~'. しかも年間の最高値は雨期lこ当る1957年8月15日の75.0mgjl，最低値は
乾期中の1958年1月15日の18.5mgjlであって，雨期に濃厚，乾期に稀薄となり，他の成分と
は正反対な変化を示した.この不自然は恐らく人為的な硫融坂添加によって水質の処理が行われ
九例 mg/l
0・ ・1.9以下。-.2.0-3.9 
。-~・ 4.0- 7.9 
@ ・ー 8'.0-11.9
@ー 12.0-15.9・---16.0以上
第9図 S04含有量の分布
(年間平均値)
た結果であろう.
従ってこのパγコック市の水道水を除くと， タイ
圏内の北端の町チエンセエソ地点でのメコγ)11のSO"
含有量が最高である.その年間の平均は17.1mgjl
であり，最高時の1957年5月15日仁30.1 mgjl， 
また最低時の1956年9月15日仁8.3mgjlと，
約4倍に近い幅の季節的変化を示した. しかしメコ
γ)11のSO"含有量はラオスの首都ゲィエッチアンの
対岸に近いノ:ノカイlこ下れば14.7mgjlに減少し，ま
たラオス領スゲアツナケットの対岸ムクゲー ハー γζ
至ると更に減少して12.2mgjlとなり，流下仁従っ
てその濃度が次第に稀薄になって行く傾向がみられ
た.従ってこの間仁合流する支川水の SO"含有量
はメコソ本流よりも稀薄であると考えられた.
以上のメコγ本流を除くと他の27地点の水はす
べて10.0mgjl以下の少量を含んでおり，なかでもタ
イ圏第二の湖水ノγ八一γ湖を始めとしてメナァム
チヤオブラヤァ，メ工ク口γの両流域，マライ半島，
コラート高原東部などの水一ーすなわちパオ，チャ
ッタ7リイ， ピソ， ナソ， メナ 7ムチヤオフラヤ.， ， 
J¥サク， クワノイ， メエクロγ，チュムポオシ，タピイ，
サイフリイ川，タレサー ブ湖などー はー1.0mgjl以
下である. やまタイ圏内仁おける SO"の分布状況を
図示すると第9図のとおりである.
塩 化 物 タイの東部コラー ト高原の河川仁はNaと問機仁Clが非常に多し;'1.Cl含有
量の年間平均値が最高であったのは，同高原のほぼ中央に位するコオツケェン地点でのチイ)1の94.5
mgjlであり， ついでウヴボγおよびス。リγの両地点仁おけるムウツ川|の61.6および56.6mgjlで
ある.他にパオ川の35.5mgjlも多量であった.
Cl含有量が最高のチイJIの年間変化は第5図に示した通り，最高時の1957年3月15日には
312.5mgjl，また最低時の1957年6月15日には4.7mgjlと，大幅な季節的変化を生じており，
またスゥリン地点でのムウソ)1出最高時の1957年2月20日には261.0mgjl，最低時の1956年
8月20日には23.1mgjlと，やはり著しい変化を示した
コラー ト高原以外の地域ではパγパコγ川〈チャチ 2ウγサオ〉が乾期の低水時に限って海入混
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入の影響を受け， またマライ半島部のタレサー ブ湖
仁も海水の混入する時期があった.両者の Cl量は
最高時においてともに約5g/1仁達したから， 約1/4
の海水が混入した計算仁なる.また海岸仁近いパγ
コック市の水道水の Cl量は最高時23.0mg/l，最
低時 4.9mg/l，年間の平均15.仇ng/lであって，
メナァムチヤオブラヤ 7下流部のアユタァヤ地点での
年間平均値 7.5mgjl，同じくノツブリイ地点での
11.1 mgjlよりも多量であった.
しかしタイ圏内の28河川12湖沼が含む Cl量の
分布は第10図のとおりであって， メナァムチヤオブ
ラヤァの上中部流域，メエクロシ流域，マライ半島
部などには稀薄な傾向がみられ，なかでもピシ，ヨム，
ヮγの3河)1のCl量はわずか仁 0.5-0.8mgjlに
過ぎなかった.例I1lg/l
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Cl含有量の分布
(年間平均値)
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Si02含有量の分布
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伊l凡
第11図
酸 水中の SiU2は稲によく吸牧
せられて茎，葉の Si02含有量を増し，やもち病対
病性を強化する効果があるから〈小林1954;西門，
小林，井上，森次 1955)稲作上大切な成分であ
る. しかしタイ圏内の SiU2含有量は6.3-23.7
mgjlの範囲内にあって，河川仁よる相違は他の成
分ほEには激しくない.その地理的な分布の状況は
第11図の通り，メナァムチヤオブラヤァ流域の諸川
仁多く，コラート高原，タイ東海岸，マライ半島の
諸川仁少なし、傾向がある.パサクJI(ペッチァブγ3ソ
の23.7mg/l，ピγ)11(チェツマァイ)の23.6mgjl，
ワン川(ラムパγ〉の 22.0mgjl，ピγ川〈タァクヲ
の21.2mg/l，ヨム川の21.1mgjl，ナソ川の20.3
mgjl，マヲイ半島チェムポオγJIIの21.3mg/lな
Eが20.0mg/l以上の濃厚な値を示しており，反対
珪
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仁ノツハー γ湖の6.3mgjl，チイ)1(コオンケェツ)の10.1mgjl，同じくチイ川〈チィヤブウム〉
の11.3mgjl，ムヴツ)1(ウゥボγ〉の10.8mgjl，パγパコソ川 〈チャチョウンサオ〉の10.5mgjl
などが低い値であった.
鉄 河水によって物理的に運ばれる粘土分の中には当然Feが含まれている.こと仁タイの河川
は熱帯地方仁多い赤色土嬢を貫流する関係で，酸化鉄仁よって水が赤色仁濁る場合がしばしば見
受けられた.しかし河水を静置いあるいは遠心分離して得られる透明な試水の中仁溶液となって
含まれる Feは思いのほか少量であった.ムウン川〈スゥリγ〉の 0.34mgjl，パンパコツJIの0.21
mgjl，ノンハー γ湖の0.12mgjl，ムウγ川〈ウゥボγ〉の0.11mgjlなどが含有量の多い方であっ
て，調査河川の約半数は年間の平均含有量がわずか仁O.oo-O.Olmgjl仁過ぎなかった.
燐 酸 纏 農作物の肥料成分として，また水中ブラックトγの栄養分どして，大切な成
分である P04は， タイの河川仁は乏しい傾向があって，調査した31箇所のうち30箇所が0.00
-0.01 mgjlに過ぎなかった.鉄分の多い熱帯の赤色土壌を貫流する関係で，燐酸分が乏しし、と
考えられた.
硝 酸 塩(窒棄として) 0.01-0.44mgjlの範囲内にあって，コラート高原ムウツ川
〈ス pリγ〉の0.44mgjlが最高， ついでマライ半島タピイ)1の0.30mgjl，パツコック市の水道
水の 0.20mgjlなどが濃厚である.これ仁対しメコンJI(チエシセエγ)，ナン)1(ナシおよびピッ
サヌロック)， ヨム)1(スコォタ 7イ)，メナ7ムチヤオブラヤ.， (アユタァヤおよびノンブリイ)， ワツ
川tラムパγ)，クワノイ)1，チュムポオγ川， サイアリイ川などは0.03mgjlあるいはそれ以下であ
った.
最高のムウツ川(スゥリシ〉は最高時の1957年5月17日には2.37mgjlと著しく高い値を示
したけれども，他の採水時期には0.00-0.70mgjlの聞を往復し，特に1956年8月20日には
0.00 mgjlとなった. またタピイ)1も最高時の1956年11月15日には1.53mgjlを記録したが，
1956年8月15日および10月15日lこは0.0仇ngjlとなった.
以上の如く N03-Nは他の成分と無関係仁採水時によって著しく増減する傾向があった.
アンモ=ウム(窒棄として〕 最高はムウγ川1(スゥリγ〉の0.19mgjlであるが， これを除く
と他の河川は0.03-0.10mgjlの範囲内にある.そのうち含有量が比較的多いのはパγパコシ，ブ
ラ7チン，メナ 7ムチヤオブヲヤ.， (ノシヲリイ〉の諸川であった.
アルプミノイド窒素 アルカリ性過マンガン敵カリ液を加え煮沸すること仁よって容易仁分解し
てアγモ二アを生ずる動植物質窒素であり，前記の硝酸塩，アンモニウムと共仁農作物仁有用な成
分である.ムウγ)11(スゥリγ〉の0.26mgjl，ナγ)11(ピヅサヌロック〉の 0.24mgjl，ヨム)1(ス
コォタ 7イ〉の0.21mgjl，パサク)1およびチイ)1(チィヤブゥム〉のO.20mgjlなどが0.2仇ngjl
以上の高い値を示し，他の河川|も浮静物の少なし1日本の水仁比べると多量な傾向があった.
過マンガン酸力リ消費量 水中の有機物の多少を示す KMnO，消費量はナン)1くピッサヌロ
ック)，ヨムJI(スコォタ 7イ)，タピイ川などに比較的多く，チャγタブリイ川，メコγ)11(ムクグ
ハーー γ)，メエク口γ川，チェムポオγ川などに少量であった.水の清透な日本仁比べるとタイ国
河川には概して有機物が多い傾向が認められた.
蒸発残透(溶存固形物) これが最も濃厚であったのは食塩の含有量の多いチイ)1(コオ
シケェシ〉であって，その年間の平均値は244.7mgjlである.ついで石灰岩の影響の著しいパサク
)1 (サラブリイ〉の182.3mgjlである.その他パンコック市の水道水，ムウγ川〈ウヮボン)，メ工
????
第 12図
凡例 wg/l
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蒸発残溢(溶存固形物)~の分布
(年間平均値)
クロγ)1， メコツ川〈チエンセ工γ)，パサク )1(ペ
ッチ.，1ソ)，ヨム)1(スコォタァイ1なども溶存塩
類が多く水質が濃厚であった.反対にマライ半島サ
イブリイ川の 35.3mgfl，タイ東海岸チャγタフリイ
川の36.5mgfl，ノγ八一γ湖の 51.1mgflおよび
パツパコツ川(チャチョウンサオ)の60.0mgflなど
は稀薄な水であった. 溶存固形物のタイ圏内におけ
る地理的分布を示せば第12図のとおりである.
浮 滋 物 浮激物の量l土同一河川でも
増水時と渇水時とで著しく相違するのが常である
が，その年間の平均値が多かったのはナツ)1(ピッサ
ヌ口ック)の 330.3mgfl，ヨム)1(スコォタァイ〉
の296.8mgfl，ワγ川の228.9mgfl，パサク川〈ペ
ッチァブツ)の217.3mgflなどであって，一般仁メ
ナァムチヤオフラヤァの本支流とメコン川本流，およ
びコラー ト高原のチイ，ムウγ両)1の上流部仁多い.
他方浮激物が少なし1水はマライ半島部仁あるタレサ
ブー湖の13.9mgfl，チュツポオン)1の19.0mgfl，
サイブリイ川の31.3mgfl，東海岸チャツタフリイ)1
の27.8mgflなどであって， タイ圏内における浮世存物
分布の状況は第13図のとおりである.
浮激物が最も多いナγ川〈ピ γサヌ口')'ク〉は第
14図に示すとおり，乾期の1956年12月15日には
28.8mgflであったが， 1957年5月15日lこは1436.4
mgflに増加して，大幅の変化を示した. しかし浮
激物量の少なし1タレサーブ湖は最小時 5.3mg/l， 
最高時22.6mgflであり，また閉じくマライ半島仁あ
るチュンポオツ)1は最小時 4.4mgfl，最高時35.6
mgflであって，両者の時期的変化は小であった.
一般仁タイ国の水は日本に比べ混濁度が高く浮
世岸物が多い傾向が目立つ.
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第13図浮激物量の分布
(年間平均値)
混 濁 度 混濁度の年間平均値が最高を示した
のは浮滋物の多いナンJII(ピッサヌロック〕の459.1であり，
ついでワン川〈ラムパγ〉の327.5である.またヨムJI(スコ
ォタァイ〉の255.0，パサク川〈ペッチァブシ〉の 202.8，
ナツJlI(ナγ〉の195.2，ムウン)1 (スゥリγ〉の182.8，
メナ 7チヤオフラヤ.， (アユタァヤ〉の 177.6なども浮激物
の場合と同様に混濁度が大であった.反対に混濁度の低い
水はパンコック市水道水の4.2を別として，タレサー ブ湖の
7.4，チュムポオン川の8.0，クワノイJIの8.9，サイブリイ
川の10.5，タピイJIの11.8などで，大体マライ半島の河川
湖水が滑透であった.
硬 度 CaとMg含有量から換算してCa'∞s
のmgjlに算出して示してある.硬度の最高は Ca含有量
が最も多いパサク川〈サラブリイ〉の137.仇ngjlであり，メ
エクロγ川の129.5mgjl，クワノイ川(力γチャナブリイ〉
の116.9mgjl，メコン川〈チ工γセ工γ〉の 104.5mgjl，ヨ
ムJlI(スコかタ 7イ〉の 103.7mgjl，メコツ)1(ノンカイ)
の101.0mgjlなども 100mgjl以上の高い値を示した.反
対にチャγタフリイ川の7.6mgjl，サイブリイ川の8.1mgjl，
ノシハー γ湖の10.4mgjl，バッパコツ)1の13.9mgjlなどは
低い値であって，硬度の高い河川と低い河川との聞には大き
な距りがあった.
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第 14 図
ナシJI(ピッサヌロック地点〉
の浮激物の年間変化
メコン川本流の特質
メコン川は中国のチベァト仁発し，イγド支那半島の南端まで流れ出す川で，流路の全長は4，200
km，アジアでは揚子江につぐ長い川であって， 6箇国の聞を流れ，流域面積は 800，OOOkm2仁達し，
ほとんど日本全土の2倍の広さをもっ.従って同川はタイ，ラオス， カンボジア， ベトナムなど仁とっ
て重要な河川であり，その開発計画は国際間の注目を集めている.
このメコン川本流についてはタイ北端の町チエシセエン， ラオスの首都ヴィ工γチアジ仁近いタイ領
ノγカイ，および更に下流のラオス領スウ・7γナケットの対岸仁位するムクグー ハー γの3地点を農
水場所として選んだ.この3地点の水質を，第2表の下端に掲げてあるタイ圏内 28河川1，2湖沼
の総平均水質ど比較してみれば， メコンJIの特質がうかがわれるはずであって. S04が目立って濃厚
であるほかにCa，Mg，アルカリ度，溶存固形物，浮激物なども多い傾向がある. しかし反面Na，
K， Clの3成分が30箇所の平均に比べて稀薄である.また他の河水が明らかな弱酸性反応を呈し
た仁もかかわらず，メコンの3地点がとも仁 pH6.9と， ほとんど中性反応を示したこともその特徴
の一つである.
以上がタイ圏内の他の水と比較した場合のメコγの特質であるけれども，調査した3地点、の相互
間lこついて比較してみると，上流より下流に流れるにつれてCa，Mg， Na， K，アルカリ度，SO"溶存固
形物などが少しずつ稀薄になって行く傾向がある.すなわち Caは32.1より 26.8mgjl仁， HC臼
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は116.9より 100.3mgjl仁， SO，は17.1より
12.2mgjl lこ，また溶存固形物は 145.3より
124.3mgjlに減少した.その間に合流する支JI
水が稀薄なためであろう.また塩類の稀薄化とと
もに，浮静物も 186.2から 99.9mgjlに，混濁
度も 145.1から 57.1に減少し，流下に従や水
が清透となる傾向が認められた。
メコン川の季節的変化 ノン力イ地点でのメ
コシ川の水質の年間の変化を示してみると，第15
図のとおりである. 浮活字物は 1957年6月15日
の558.9mgjlを最高として6月より 10月までの
間仁高<.従ってとの期間中は水仁よって物理
的に運ばれる粘土分が多量であるととが認められ
た.しかし12月より4月に至る低水時lこは浮世存
物が少量となり，特に1957年3月15日の24.0
mgjlが最小値であった.
他面溶液となって運ばれる塩類の濃度1，浮
世岸物とは正反対lこ4月前後の低水時lこ最高値，
8， 9月の高水時に最低値を示した.Caは最高
時37.0mgjl，最低時22.8mgjl，HC03は最高
時134.2mgjl，最低時 89.6mg/l，SO，は最高
時25.伽ngjl，最低時4.8mgjl，またClは最高
時11.8mgjl，最低時2.6mgjlなどであった.
やま成分別仁季節的変化の大小を比較してみる
とSO" Cl， Na>Mg， Ca， HC03:;"Si02の順
序があって，SO" Cl， Naの変化が最も激しく，
SiO:z は年間を通じて濃度が余り変らなかった.
メコン川が溶解して運ぶ無機塩類の量 河口
から 1，500kmの上流lこあるノシカイ地点で， メ
コγJIIが水に溶解し運んでいる無機成分の量を
試算してみると次のとおりである.パγコックにある国連アジア極東経済委員会の報告 (Economic
Commission for Asia and the Far East 1957)仁よると，ヵγポジアの首都ブノγベン仁おい
て1940年から 1951年まで流量観測を行った結果，メコンの年平均流出量は毎秒 11，OOOm3であ
る.従ってノγカイ地点仁おけるメコンの流出水量は
v=門会
但し Vん…・・ブノγぺγ仁おける流出水量
A……ノシカイまでの流域面積 (287，∞Okm勺
Aヘ…・・ブノγぺγまでの流域面積 (672，000km勺
仁よって大体毎秒4，70仇がと推定される.との流量にノンカイでの溶存無機塩類の濃度139.1
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第 15 図
メコン11(ノンカイ地点)の水質の年間変化
図中日C03の濃度liまに，浮酬は占
に縮小して示した.
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mg/l (分析結果からの計算値〉を掛け合わせると， 毎秒 0.65屯の塩類が流れている勘定であっ
て，年聞に積算すれば20，500，000屯になる.この量はわが国最大の河川利根川が1年聞に溶液
として運ぶ無機成分の総量1，250，000屯t小林1955)の16培強仁あたる.しかしこの量をノシカイ地
点における流域面積 287， 000km2 で割ってみると，陵地 1km~ 当りから流れ出す無機成分は年間
71屯であって， 利根川が陸地 1kmき当りから溶液として運ぶ無機成分の量80屯(小林1955)， 
またわが国の南西方にあって降雨量の多い宮崎
県大淀川のそれの220屯〈小林未発表〉などに
比べると，メコンの溶解作用はむしろ緩漫であるこ
とが知られる.
VI. コラート高原の河川の特質
コラー ト高原は西と南が高く， 東に傾斜する
関係で河)IHi全て東に流れてメコγ)I!に注いでい
る.この地域は年間の降雨量が少なく，従って
乾期の水量は著しく減少するものと思われる.
チイ川仁2筒所，パオ川仁1箇所，ムウシ川に
1箇所，チイ，ムウン両)I!の合流点下流に1箇
所と，更にノシハー シ湖を加えた合計6地点を調
査場所として選んだ.コラート高原の河水は砂
岩層からしみ出る食塩分の影響を受け，乾期中
のNa，Clの含有量が高ひととがこの地域の水の
特徴であって，選ばれた河川!5地点における Cl 度
の年間平均含有量は，チイ)I!(コオγケ:r.y)
の94.5mg/lを最高とし，同じくチイ川上流部
(チィヤブヮム〉の16.8mg/lを最低とした. ま
た乾期に観測した最高値として，チイ)I!(コオγケ
ェシ〕の 312.5mg/lとムウγ)I!(ス。リγ〉の
261.仇ng/lとは飛び抜けて多量であった.従って
コラート高原中の河水が岩塩層の影響を最も強
く受ける場所はコオγケzγとスヮリツの近傍仁あ
ると考えられる.しかし高原の東北隅にあるノシハ
ンー湖のCl含有量は，年間の最低が5.7mg/l， 
最高が 13.7mg/lであって，食塩の影響は顕著
でなかった.
コラート高原の水質の今一つの特徴は Caと
アルカリ度， すなわち石灰岩の影響が少なし1点で
ある.ノツハー シ湖の Ca含有量li3.0mgfl，パ
オ川は 9.0mg/l，ムウγ川(スヮリツ〉は 10.6
mg/l，同じくムウツ)I!(ウヮボン〉は10.9mg/l 
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であって，それらが注入するメコン川の30mg/l前後仁比べると著しく少ないからである.
ムウン川の季節的変化 コラー ト高原の北半の水はチイ)1仁，南半の水はムウシ川仁集まり，
この両J11li後仁合流して東仁流れメコγ川仁注ぐ.第16図はメコγlこ注入する前のウゥポツ地点で
の水質の季節的変化を示したものである.浮瀞物は雨期中のふれ 8の3箇月間lこ多く， 9月よ
り翌年5月に至る9箇月聞に少量であるが，溶存塩類の方は7月より 12月仁至る半年聞に稀薄
であり， 1月より6月までの半年聞に濃厚であった. 溶存塩類のうちで季節的影響を最も激しく受
ける成分は ClとNaであって， 1957年3月16日lこ記録した両成分の最高値126.3および86.8
mgjlは， 1956年9月15日の最低値5.2および4.5mgjl仁対しおよそ20倍の濃度であった.
またCat:.アルカリ度は 1957年4月16日lこ最高， 1956年7月15日仁最低であって.Caの最高
値は19.5mgjl，最低値は2.6mgjl，また HC03の最高値は74.缶百gjJ，最低値は13.3mgjlであ
った.従ってその聞の変化は Na，Cl (こは及ばなかったが6-7倍lこ達したわけである.
以上の如くコラー ト高原の河川は Na，Clばかりでなく Ca，アルカリ度の季節的変化もまた，他
の地方の河川仁比べて著しく顕著であった.
しかしCaとアルカリ度の最高，最低空〉時期がNa，Clの最高， 最低の時期ど一致しなかった点
は注目すべき事実であって， 流域内での岩塩層と石灰岩層どの地理的な分布の相異，あるいは天
候条件の不均ー がその原因をなしたと思われる.
なおSi02の年間の変化は他の成分に比べると著しく鈍く，最低時7.3mg/l，最高時 14.3mgjl
であった.従って諸成分間の季節的変化の幅は，前記メコγJIIの場合と大体同様仁Na，Cl>Ca， 
HC03>SiU2の)1顕であった.
VIf. メナ7ムチャオプラヤァ，メエクロン両流域の特質
メナァムチヤオブラヤ.， (日本での俗称メナム)11)の流域にはタイ米の主産地である大平原が展
開していて，その上流はナソ， ヨム，ワンおよびピγの4川仁分れ，首都パγコックは河口部仁，ま
たタイ圏第二の都市チエγマ7イはピンJIのほとりにある.従って“母なる河"を意味するメナ7ムチ
ヤオブラヤ7はタイ仁とり辰も重要な河川である.またメエクロンはメナァムチヤオブラヤ 7の西方， ピ
ルマ国境どの聞を流れ，上流はクワノイとクワヤイの2)1仁分れる.
調査の対象としてメナ7ムチヤオブラヤ7流域内に12，メエクロン流域内に2地点を選定したが，
との合計14地点のうち13地点までは， Ca含有量が20mg!1を越えており， こと仁メナ7ムチヤオ
ブラヤ7流域の東部lこあるパサクJI(サラブリイ〉の Ca含有量は年聞を平均して46.8mgjlに達
し，調査した31箇所中の最高位を占めた.またメエクロシの37.7mgjl，クワノイ川の33.8mgjl 
もそれぞれ第2位および第3位であった.また HC03もCaと問機に高く，パサク)1の164.6mgjl，
メ工クロツの162.1mgjlを筆頭仁して， ヨムJIの140.8mgjl，クワノイ)1の138.7mgjl，ヮγ川
の1l9.0mgjl，ナン川の105.5mgjJ，ピγ)11の104.8mgjlなど目立って高い含有量であった.
従って両流域の水は多くの地点仁わたって著しく石灰岩の影響を受けており， ことにパサク， メ
エク口γの両川では後掲のスペクトル写真〈第20図)(こ示す通り，溶解しきらない石灰岩が浮激
物として固体のまま運ばれている事実が明らかにされた.従ってメナ7ムチヤオブラヤ."メエクロユ/
両流域の水は，稲作のかんがい水として使用される場合に，土壊の酸性を中和する効果が著しく大
きいと判断される.
またメナァムチヤオブラヤ 7流域の河水仁はKが多量仁含まれており，中流部ウタイタ 7二地点で
-90-
のKの年間平均含有量4.4mg/l，流域の西側スッパγJIIの4.3mg/lは今回調査した31地点中
の最高値であった.その他ワン， ピン〈タァク)，メナァムチヤオブラヤ.， (アユタァヤおよびノンブリ
イ)，バサク(ペッチァブン〉などの諸川も 3mg/l以上の謹厚な値を示した. しかしメナ 7ムチヤオ
ブラヤァ平原の北東隅にあるナン川のみはKがむしろ少量であって，ナン地点での含有量は1.1mg/l
仁過ぎなかった.
また Si02の含有量も，メナァムチヤオブラヤ 7
流域には， 他の地域よりも糧厚であって， パサク
川(ペッチァブシ〉の 23.7mg/l，ピγ川(チヱ
ンマ 7イ〉の23.6mg/lをはじめとして， ワγ川，
ピγ)11Cタァク)， ナン)1CナγL ヨム川なEが
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第 17 図
メナ7ムチヤオブラヤ.， (アユタァヤ地点)
の水質の年間変化
両図中 HCO唱の濃度はに，浮激物のそれは占に縮小して示した・
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第 18 図
ピンJI(チヱンマァイ地点)の水質の年間変化
? ?
20 mgjl以上を示した.
他方メ工クロツとその上流のクワノイ川の Mg含有量は，タイ国河川中の最高位を占め，メ工ク
ロγは8.6mg(l，クワノイ川は8.0mgjlであった.
なおメナァムチヤオブラヤァ， メ工クロソ両流域仁は ClとS04が乏しい傾向がみられ，チェツマ
ァイ，タァク，ラムパツ，スコォタァイの4地点仁おけるピソ，ワソ，ヨムの諸川の Cl含有量はそ
れぞれ0.5，0.7， 0.8， 0.6mg/lに過ぎなかった.
メナTムチヤオプラヤTおよびピン川の季節的変化 メナ7ムチヤオブラヤ7の下流部と，その
上流ピツJIとの年間の水質変化をみるため仁，旧都アユタァヤとタイ北部の都市チエソマ Tイの両地
点仁おける両JIの季節変化を図示すると第17，18図のとおりである.
両川ともに浮激物は6，7，8， 9の4箇月聞に著しく多く， 従ってこの間仁流出水量が大であっ
たと考えられるが，他の8箇月聞は浮激物が比較的少なく，つれて混濁度(第2表参照〉も減少
した. しかし溶存塩類は6月から11月までの6箇月間lこ稀薄であり， 他の6箇月聞は濃厚であ
った.
メナァムチヤオブラヤァ下流部では， CaとHC03の最高値れ 1957年5月15日の33.5mgjl
および 149.2mgjlであって， 最低値の1956年8月15日の 13.6および 58.8mgjllこ比べると
約2.5倍の濃度であった・また同川匂浮激物の最高値680.3mgjlは，最低値8.2mgfl仁比べると
80余倍であり，またCIも最高時22.5mgjl，最低時O.Omgjlと大幅な変化を示した.しかしSi02
の変化は最低15.0mgjl，最高22.9mgjlの範囲内にあってモの季節的変化は著しく小であった.
ピγ)11ではCaとHC03の最高値が1957年4月15日の32.1mgjl:および135.9mg/lであり，
最低値の1956年8月15日の8.白河jlおよび35.2mgjl(こ比べ約4倍であった. しかし最高と
最低の両時期を除くと，他の 10 回の採水時を通じて Ca は 17~27mgjl の範囲を，また HCÛ3
は 88~120mgjl の範囲を保ち，その問の変化は余り顕著でなかった.またピツ川の Cl と S04 は年
間を通じて常に少量であって， Cl は 0.0......，1.9mgjl，また S04 は 0.0~1. 8mgjlの聞を変化した
lこ過ぎない.また Na は 2.0~5.2mgjl， K は 2.1~3.5mgjl， Si02は14.6.，28.8mgjlの範
囲内を変動し，いずれも大きな季節的変化を示さなかった.
VIlf. マライ半島都の水の特質
タイ国最大の湖水タレサ{ブ湖のほか3河川を分析の対象に選んだが，半島部の水は乾期，雨
期の区別がなく，降雨量の多い海洋性気象の影響を受けて，溶存塩類が年間を通じ常に稀薄であ
った.
すなわち蒸発残澄は最南端にあるサイブリイ)1の35.3mgjlが最低，北部にあるチ忌ムポォツ川
の74.4mgjlが最高であるが，いずれも第2表の終りlこ示すタイ圏内30.箇所の平均115.2mgjl
仁比べると，著しく稀薄である.
サイブリイ)1のCaとMgの年間平均含有量は，タイの東海岸にあって，同じく海洋性気象の影
響を受けるチャンタブリイ川と同一濃度の1.9および0.7mgjlであって，調査地点31箇所のうち
最も稀薄な値であった.このサイブリイとチャンタブリイの両川では，水に浸蝕溶解され難。花嗣岩
の影響が加わって，塩類の稀薄化lこ拍車が加えられたよう仁思われる.またサイブリイ川以外の3地
点の Ca 含有量も 9.3~11. 9mgjl であって，タイ圏内の平均値 19.8rngjl (こ比べると濃度が約
半分であある. 半島都仁降雨量が多やという気候的な原因のほかに，コラート地層が分布すること
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(Thai Royal Department of Mines 1953) ._ 
も，コラート高原の場合と同様仁，水中のCaの
欠乏にあずかっていると思われる.
またアニオγとしての S04含有量が極めて少な
いことも半島都の水の特質であって， 4地点仁お
けるその含有量は0.0....0.4mgjl仁過ぎず，前
記のメエクロユノ， ピソ， ナツ， メナァムチヤオブラ
ヤy(ウタイタ 7ニ〉などととも仁非常lこ稀薄な傾
向がみられた.
半島都の水は溶存塩類のみでなく，浮滋物もま
た少なし1傾向があって，タレサー ブ湖の13.9mgjl，
チュムポオン川の19.0mgjl，サイフリイJIの31.3
mgjlはタイの総平均 112.0mgjltこ比べて少量
である.つれて4地点の混濁度も 7.4....1.8と，
タイの平均111.6tこ比べ著しく低<.従って水が
清透であることが認められた.
ザイブりイ川の季節的変化 タイの最南端仁
あって， 海洋性の気象と花樹岩の影響によって
溶存塩類の最も稀薄なサイフリイ)1の年間の変
化を示せば第 19図のとおりである.
タイ国の海岸部以外では，モツスーンの作用に
よって1年が乾期と雨期と仁画然と二分されてお
第 19 図 札乾期には水中の塩類が濃厚となり，雨期仁
サイブリイJIの水質の年間変化 は稀薄となる傾向があることは，すで仁第15....18
図中浮滋物の濃度は土に縮小して示した.
図仁示したとおりである. しかし半島部仁あるサイ
ブリイ川では雨期，乾期の規則的な変化は全然現われおかった.すなわち浮世岸物は他の地域の渇水
期仁あたる 1957年3月15日に最高値の82.6mgjlとなり， その1箇月後の4月15日には最小
値の8.9mgj1となって， その増減が季節と無関係であるばかりでなく，変化の幅も他の地方の河川
仁比べ非常にわずかであった. 同様に Caとアルカリ度の変化をみても， 1956年7月15日に最も
潰厚， 1957年5月15日lこ最も稀薄となり， Caの最高値は2.4mgj1，最低値は 1.1mgjl，また
HC匂の最高値は18.9mgj1，最低値は11.6mgj1であって， 両成分の増減の時期が他の地域の
河川とはまるで反対であるのみでなく， 変化の隔も小であった.また Mg，Na， K， S04の含有量も
年聞を通じ稀薄であり， こと仁サイフリイ川が海洋に近接する小河川である仁もかかわらず， C1含有
量の年間平均がわずかに1.1mgj1に過ぎなかったことは， 風によって運ばれる海水の影響が軽微で
あることを意味すると思う.
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浮潜物の分光写真
上流域の地質，鉱石などの影響によって，混濁物質中仁含まれる諸種の金属の量が著しく相違
する場合があり得ると考えたので，各採水地点ごとに瀦別した浮激物を島津製QF60型スペクト口
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第 20図
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第 20図のつづき
グラフにより撮影した分光写真を第20図仁掲げる. これによるとパサク川 (No.22)とクワノイ)1
(No.25)の両川には Caが突飛に多<，またメ工クロツ)1(No. 2めにもその傾向が認められた.
従ってこの3J11では， すでに述べた通り， 水中に溶解する Caとアルカリ度がタイ圏内の最高位仁
あるのみでなく，溶解し切らない石灰岩が，固体のまま浮激物として流されている事実が明らか仁さ
れた.写真の下端に対照のため加えてある高梁)I(倉敷市)は， 日本の河川としては石灰岩D影響
の大きれ河川であるけれども，浮瀞物中の Caの量は写真の通り顕著でなかった.
またタイ国の代表的な鉱産資源である錫はクワノイ)1(No. 25)の浮激物中仁最も多く検出さ
れ，銀はタピイJI(No.28)に検出された. しかし銅は対照の高梁川の方がタイのいずれの河川より
もむしろ多量であった.
x. タイ，日本両国の水質の比較
熱帯性気候の下にあるタイ固と，海に固まれた火山国日本との水質の相違を明らかにするため
に，タイ圏内の30地点から採取した合計334本の試水 〈パツコック市の水道水と海水の混入した
水を除く〉を，筆者が日本全土の代表的な382河川から集めた試水3，239本の水質と比較してみ
ると次のどおりである.
カルシウム 両国の Ca濃度と河水数(頻度〉との関係を対比してみると第3表および
第21図のとおりであって，タイ国は日本仁比較してその含有量が非常仁多い.すなわち日本では9.9
mgjl以下の稀薄な水が河水数の半分以上の62.8%を占めるに対し，タイではそのように稀薄な水
は全体の25.4%に過ぎない.またタイには 20.0~29.9mg/l の河水が 23 .3%， 30.0~39.9mgjl 
が18.6%，また40.伽ngjl以上が6.6%もあって，合計すると20.0mgjl以上の水は48.5%仁
違いほとんど半数を数えるが， 日本では20.0mgjl以上の高濃度の水は合計して5.1%仁過ぎ
70 
50 
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第21図 タイ，日本両国の Ca濃度と河水数と¢関係比較
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ない.また筆者が調査した日本の河水中仁含まれる Caの総平均は 9.5mgflであるのlこ対し，タ
イのそれは第2表の下端に示すとおり 19.8mg月であり， 日本の約2倍の濃度である.
従って，後述のアルカリ度の比較によって一層明らかlこなるが，河水仁対する石灰岩の影轡比
イ国の方が日本よりもはるか仁大きし¥
タ
日本両国の Ca濃度と河水数との関係、比較
??
?
????
?
?
?
???? ? ??
???
? ?? ?
???
? ???
???
??? ?
???
? ?
タイ，
??
???
??? ?
???
? ?
第 3表
決度 mgfl濃度 mgfl
0 
0 
0 
0.3 
0 
0.3 
0 
0 
0 
0 
。。
?
???
????
0 
0 
3.9 
2.4 
2.1 
2.7 
2.1 
0.6 
1.2 
1.8 
1.5 
0.3 
2 
4 
??
? ，
??
??
??
9 
7 
30.0-30.9 
31.0-31.9 
32.0-32.9 
33.0-33.9 
34.0-34.9 
35.0-35.9 
36.0-36.9 
37.0-37.9 
38.0-38.9 
39.0-39.9 
0 
0.3 
4.2 
6.8 
10.7 
13.1 
10.2 
]0.2 
7.3 
?????
???????
， ?
3.3 
7.1 
1.5 
2.4 
1.8 
2.4 
1.2 
2.4 
3.3 
????
??
? 。 。 ?
?????
11 
24 
1.0-1.9 
2.0-2.9 
3.0-3.9 
4.0-4.9 
5.0-5.9 
6.0-6.9 
7.0-7.9 
8.0-8.9 
9.0-9.9 
0.6 。。
??????????????
2 
????????
?????????
18.6 
?????????
????????
????????
62 
?????
???
。 ， ? ?
?
3 
1 
?
??
????
ω.0-40.9 
41.0-41.9 
42.0-42.9 
43.0-43.9 
44.0-44.9 
45.0-45.9 
46.0-46.9 
47.0-47.9 
48.0-48.9 
49.0-49.9 
50.0-54.9 
55.0-59.9 
60.0-64.9 
65.0-69.9 
7G.0-74.9 
計
62.8 
???
?
??
??????
••••••••••?? ?????
240 
???
???????
?， 。
?
???
??
2 
1 
25.4 
?????
???
?????
•••••••  ????
??
???
??
， ? 。
?
??
回
?
???
???????
??
??
??
百十
10.0-10.9 
11.0-11.9 
12.0-12.9 
13.0-13.9 
14.0-14.9 
15.0-15.9 
16.0-16.9 
17.0-17.9 
18.0-18.9 
19.0-19.9 
32.1 
1.0 
2.1 
0.5 
0.3 
0 
123 
。。6.6 泣計
????
?????
???
???
?
， ? ，
???
??
????
26.1 
0.9 
2.1 
1.5 
2.7 
4.1 
2.4 
1.8 
3.3 
1.8 
2.7 
87 
3 
? ?
?????
。 。
?
????
??
?『 ? ?
20.0-20.9 
21.0-21.9 
22.0-22.9 
23.0-23.9 
24.0-24.9 
25.0-25.9 
26.0-26.9 
27.0-27.9 
28.0-28.9 
29.0-29.9 
計
1∞.0 
-97ー
指21∞.0 お4計総4.5 17 23.3 78 計
ナトリウム 両国間の比較は第4表並びに第22図仁示す.Na濃度が9.9mg/l以下の
稀薄な河水数は日本の72.9%に対いタイは73.0%であって，両国間に相違はほとんどない.ま
た10.0-19.9mg/lの水lこついても日本は21.8%，タイは19.2%であってこの頻度もまたほとんど
等しい.しかし40.伽ng/l以上の高濃度の水を比較すると日本の0.9%仁対しタイは4.5%と河水
数が多い.との原因は岩塩層の影響を受けて Na量の多い河水がコラー卜高原に分布する関係に
外ならない.従って，河水中の Na量の総平均は日本の6.8mg/1に対しタイは 10.7mg/lである
けれども，コラー ト高原の特殊河川を除外して計算すれば，タイの平 4lQ3 
均は 6.0mg/lとなり， 日本の方がむしろ多量であるととがわかる.
第4表タイ，日本両国の Na浪度と
濃度 mg/l
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河水数との関係比較
タ イ 日 木
河水数頻度%河水数頻度%
1 0.3 。。
17 5.1 。。
30 9.0 3 0.8 
37 11.0 11 2.9 
49 14.6 30 7.8 
31 9.3 54 14.1 
27 8.1 53 13.8 
25 7.5 45 11.8 
15 4.5 57 14.9 
12 3.6 26 6.8 
244 73.0 279 72.9 
タ イ
日本
第22図タイ，日本両国の Na浪度と
河水数との関係比較
-98ー
160 
150 
140 
130 
l20 
110 
100 
90 
80 
70 
60 
50 
40 
30 
20 
10 
。
。
10 
20 
30 
40 
50 
1 
-"1"106 
濃度
，-‘ 
mg/l 
きタイ
河水数頻度%
??
?
?
?
?
?
??
?
?
?
???
???
??? ?
?
?
?
?
づ切っ表
??
?
????
??
?
??
?
?
4 第
濃度 mgjl濃度 mg/l
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重要な肥料要素であるKの含有量はタイ園の方が著しく多し¥第5表および
第23図仁示すとおり， K量が0.99rngjl以下の河水は日本lこは42.9%もあるが，タイにはそのよう
仁稀薄な水t6.2%に過ぎない.またタイでは 2.∞~2.99rngjlの水が26.4%，3. 00-4. 99mgjl 
の水が23.1%，また5.OOmg/l以上の高濃度のものが7.5%もあって， 結局2.00mgjl以上の
河水は合計57.0%と半数以上を占める.これlこ対し日本では2.00mgjl以上の濃度の河水は合
計して13.1%に過ぎない.
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日本両国のK濃度と河水数との関係比較
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タイ，日本両国のK濃度と河水数との関係比較
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第 5表
濃度 mg/I
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、 、? ?9.1 35 26.4 田計
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また日本の河川|の総平均含有量が1.3mg/lである仁対し，タイの平均は2.5mg/lであって約2
倍の濃度である.従って，タイの水はK含有量の多い点で農業上有利である.
なお水中の K/Naの比率がタイの方が日本よりも高い傾向のあるととも両国河川の相違点の一
つである.
382 100.0 お4計総
Caの場合と同様に，アルカリ度もタイ国の方が著しく多い.その比較は第6
表および第24図に示すとおりであって，日本には含有量49.9mg/l以下の稀薄な河水数が過半数
の85.6%を占め.100.Qmg/lを越える高濃度の河水はわずか仁1.1%に過ぎない.これ仁対しタイ
では 49.9mg/l以下の水は27.1%であり， 100.0~149.9 mg/lの水が33.6民また150.仇ng/l
以上の高漫度の水が9.0%もあっτ，結局100.加 g/l以上の濃度の河水数は合計して42.6%仁
速する.
また日本の382河川の H∞3の平均含有量は32.3mg/lであるが，タイ国の30河川|の平均は
82.6mg/lであって， 日本のおよそ 2.5倍仁達する.従って Caの項でも述べたとおり，タイ国の河
川仁溶解する石灰岩の影響は日本よりはるか仁大であり， タイ‘の水は酸性を中和する力が強い.
-1∞一
アルカリ度
日本両国のアルカリ度(HCO.1)と河水数との関係、比較
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第 6 表
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日本両閣のアルカリ度 (HCO.，)と河水数との関係比較
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タイ，第24図
硫 酸 塩 80，はCa，アルカリ度とは反対仁火山国日本の方に著しく多い. 第7表と
第25図に示すとおり， 80，濃度が0.9mgjl以下の水は，タイの河水の半数以上に当る54.4%を
占める仁対し， 日本ではそのように稀薄な河水は皆無である.またタイでは 10.0....19.9mgjlの水
が9.3%.20.0.......29.9mgjlが2.1%，30. 0....39.9 mgjlが0.3%であって，40.0mgjl以上を
含む洞水は皆無であった. ところがこれ仁対し， 日本には10.0....19.9mgjlのものが25.4%， 
20.0.......29.9mgjlが 6.1%，30.0-39.9mgjlが4.4%，また40.0mgjl以上のものが4.4%も
あって， 結局 10.白河jl以上の高浪度の河水の合計はタイの11.7%仁対して40.3%仁達する.
また筆者が分析した日本の382河)1の80，含有量の平均は14.0mgjlであり，タイのそれは
3.3mgjlである.従って両国の 80，含有量{こは大きな相違があって，日本の方が圧倒的仁多い.
タイ，日本両国の SO.濃度と河水数との関係比較
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タイ
日 本
第25図タイ，日本両国のso.濃度と
河水数との関係比較
日本は特殊な火山国であり，硫酸が多<.アルカリ度
が失われて強酸性を呈する河川が分布し，それが農作
物，魚類を害するのみでなく，世界の最高と言われる日
本国内の脳卒中死亡率が融性河JIiの分布ど正の相関
々係仁あ否ことは筆者が先仁指摘したとおりである 〈小
林1958).
塩 化 物 両国間の比絞は第8表および第
26図のとおりである.Cl量が0.9mgjl以下の極めて稀
薄な水だけ仁限って，その頻度を比べると，日本の0.5% 
仁対しタイは24.2%であってタイの方が著しく多い. しか
. . 
本
40 
20 
。 濃度
。m，g-/h 1 
、-
20 
40 
60 
80 
100 
120 
140 
220 
240 
260 
280 
第26図 タイ，日本両国の Cl演度と河水数との関係比較
し反面30.0mgjl以上の高濃度の水は日本の1.1:1-'に対しタイは8.4%， 
また20.0-29.9mgjlの水は日本の1.4%仁対しタイは5.1%と，タイの
方仁多数である.従ってタイ国では Cl含有量の極めて稀薄な河水の数が日
本よりも勝ると同時に，非常に濃厚な河水の数もまた優位を保った.
また日本の河川中の Clの総平均含有量が6.4mgjlであるのじ対し，タ
イの平均は.n.7mgjlであるから， 日本の約2借を含むこと仁なる. しかし
-103ー
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タイ， 日本両国の Cl漫度と河水数との関係比較
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タイ，日本両国の SiO~ 濃度と河水数との関係比較
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第27図
タイでは Cl含有量の濃厚な河川はコラート高原仁限られており，同高原が岩塩層を含む特殊な地
域であるから，これを除外して計算すると， タイ国の平均は 4.7mgjlとなり， 海仁固まれる日本の
方仁かえって多量であるととがわかる.
珪 酸 第9表および第 27図仁示すとおり， 10.0.，29. 9mgjlの範囲内では，タイ国
は87.7%，日本li74.1%であって両国河水の頻度に大差はない. しかし30.0mg/l以上の高濃度
の河水数を比較すると，タイの0.3%に対し日本は 19.7%と頻度が高く，また 9.9mgjl以下の稀
薄な河水数はタイの 12.0%に対し日本は 6.2%と少数である.また日本の水中の Si02含有量の
日本両国の Si02濃度と河水数との関係比較
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???
? ?タイ
河水数頻度%
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第 9表
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第10表タイ，日本両国の溶存周形物量
左河水数どの関係比較
タ イ 日 本 ー650
濃度 mg/l
河水数頻度%河水数頻度%
0-4.9 。。 。。
5.0-9.9 。。 。。 550. 
10.0-14.9 。。 。。
15.0-19.9 。。 。。 1500， 
20.0-24.9 。。 。。 ! 450. 
25.0-29.9 2 0.6 。。
30.0-34.9 8 2.4 1 0.3 
35.0-39.9 10 3.0 6 1.6 
40.0-44.9 10 3.0 9 2.3 350 
45.0-49.9 5 1.5 23 6.0 
』計 35 10.5 39 10.2 
50.0-54.9 9 2.7 31 8.1 250 
55.0-59.9 9 2.7 32 8.4 タ イ ーー ・ー 200
l50 
100 
SO 
濃度
oOmFg司/、l 。、埼-
SO 
lOO 
60.0-64.9 7 2.1 36 9.4 日 本
_ 150 
65.0-69.9 9 2.7 36 9.4 冒 200
70.0-74.9 10 3.0 27 7.0 
75.0-79.9 14 4.2 23 6.0 第 28図
• 2S0 
80.0-84.9 14 4.2 18 4.7 
85.0-89.9 11 3.3 17 4.4 
タイ， 日本両国の溶存 1300 
90.0-94.9 12 3.6 21 5.5 固形物量と河水数どの
95.0-99.9 12 3.6 18 4.7 関係、比較
針 107 32.1 259 67.6 400 
100.0-104.9 12 3.6 12 3.1 
105.0-109.9 13 3.8 13 3.4 
110.0-114.9 10 3.0 4 1.0 600 
115.0-119.9 15 4.4 9 2.3 
120.0-124.9 14 4.2 3 0.8 
125.0-129.9 12 3.6 5 1.3 
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表10 第
タイ
濃度 mg/l
河水数頻度%
濃度 mg/l
???????
???
?
??????
??
?
???
3 
? ? ?
??
?????
《?
????
?
?????
??
???
??????
?
????
??
????
《 ?
ー
1 
担
11 
。 。 ?
???????
195.0-199.9 
小計
2∞.0-249.9 
250.0-299.9 
300.0-349.9 
350.0-399.9 
400.0-449.9 
450.0-499.9 
500.0-549.9 
550.0-599.9 
600.0-649.9 
650.0-699.9 
0.8 
1.6 
0.8 
0.8 
3 
6 
3 
3 
2.1 
2.4 
3.6 
2.4 
???
。 ， ? 。 。? ，? ?
130.0-134.9 
135.0や139.9
140.0-144.9 
145.0-149.9 
1 
2.4 9 6.9 23 計
15.9 
?????
??
?????
?????
?
?
?? ???
61 
1 
1 
??
?
?
??
?
????
お.1
3.0 
2.1 
2.4 
3.0 
1.2 
2.7 
1.8 
0.6 
0.3 
???
????????????
150.0-154.9 
155.0-159.9 
160.0-164.9 
165.0-169.9 
170.0-174.9 
175.0-179.9 
180.0-184.9 
185.0-189.9 
190.0-194.9 
百十
1∞.0 
総平均が21.6mg/lであるのに対し，タイのそれは16.0mg/lであって，
仁多量の傾向がみられた.
しかし日本圏内で30.0mg/l以上の高濃度の河川|の分布は九州，関東および北海道の火山地
帯仁集中しているから，それらの地域を除外して考えれほ，両国間の Si02含有量の相違は著しく
縮小されるはずである.
蒸発残溢(溶存固形物) 両面の溶存固形物の比較は第10表および第28図のどおりで
ある. 日本では 50.0~99.9mg/lの稀薄な水が全体の河水数の67・6%~，半数以上を占めるが，
タイでは'32.1%である.またタ4の問水数の33.1%は10.0....149.9mg/lを， 17.4%は150.0-
199. 9 mg(lを含むほか， 6.9%が2∞.Omg/lを越えており， 従って100.仇ng/l以上の高濃度の
河水数の合計仕 57.4%仁遣するが， 日本ではそのような河水は合計して22.2%仁過ぎない.
また溶存固形物の平均含有量は， 日本の85.3mg/l仁対しタイは115.2mg/lであった.従っ
て溶存fトる塩類の濃度は，タイの河)1が濃厚であり日本が稀薄である.
浮 揚事 物 第11表および第29図に示すとおり，タイの方に著しく多い. 日本では浮激
物量が0.0....4.9mg/lの河水が 47.4%，また5.0-9.9mg/lの河水が21.0%であり，従って
9.9 mg/l以下の清透な河水の数は合計して 68.4%ど過半数を占めるが， タイではそのように浮
激物の少ない河水の数は6.3%に過ぎない. またタイでは 50.0-99.9mg/lの河水が 23.5%， 
100.0-199.9mg/lが13.4%，また200.0mg/l以上の水が14.2"もあって，結局50.0mg/l
以上の河水数は合計して51.1%と半数仁達する. しかし日本ではそのよう仁浮激物の多い河水は
合計して7.8%仁過ぎない.
従って日本の河水仁比べるι タイの河水中仁は溶存固形物が濃厚なばかりでなく，
が多量に含まれており，農業的にみれば水田仁対する客土的効果が大きいと考えられる.
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タイ， 日本両国の浮激物量と
河水数との関係比較
第11表
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タイ， 日本両国の浮世博物量
と河水数との関係、比較
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結
1 )タイ圏内の水質の大勢を知るために，河Jl128，湖沼2，水道水1を遷び， 1956年7月
15日から翌年の6月15日まで，年間12回の試水を採取し化学分析を実施した.その成績は第
2表および水質図第30-32図に示す.
2) Caの含有量は河川によって大差があり，中央大平原の東部を流れるパサク)1は年聞の平均
46.8mgjlを含むが，マライ半島都のサイブリイ川ではわずかに1.9mgjHこ過ぎない.l~サク川の Ca
濃度は第3図のどおり，乾期には73.8mgjl，雨期には12.1mgjlι 時期仁よって大幅な変化が
あり， しかも乾期の試水は実験室仁保存中Caとアルカリ度どが半減してCaC03の沈澱する現象が
認められた. しかしサイブリイ川のCa量は年聞を通じ1.1-2.4mgjlの範囲を変動した仁過ぎない.
3) Caの圏内分布は第2図仁示すとおり，中央大平原〈メナァムチヤオブラヤァおよびメ工ク
ロソの両流域〉とメコツ)1本流ど仁多い.反対仁東部海岸，マライ半島，コラート高原lこは稀薄で
ある.
4) Mgの含有量は0.7-8.6 mgjlの間仁あって，メ工クロツ)1仁最も多く，ノシハーツ湖，チ
ャツタブリイ川およびサイブリイ川仁最も少量であった.グイ国内の Mgの分布は第4図の如くで，
Caの分布左大きな相違がない.
5) Naはコラート高原の砂岩層からしみ出る食塩の影響によって岡高原の河川に非常仁多い.
コラート高原の中央を東流するチイ)11ま第5図の通り乾期の最高時に192.9mgjl，雨期の最低時
仁は3.9mgjlを含み，季節的な変化が非常に大であった. しかし，タイ圏内における Na含有量
の分布は第6図の通りであって，タイ園の北部と西部およびマライ半島都には稀薄である.
6) Kの含有量は最高4.4mgjl，最低1.1mgjlであって，その分布は第7図のどおり，グイ米
の主産地メナ 7 ムチヤオブラヤ 7 の流域~， コラート高原に濃厚であり，他の地方仁稀薄である.
7)アリカル度CHCC3)はCaと同様パサク)1が最高で，その季節変化は第3図のどおり，最高'
時 256.8mgjl，最低時50.7mgjlであった.タイ圏内のアルカリ度の分布li第8図のとおり，中
央大平原に多量であり， コラート高原，東海岸，マライ半島都仁稀簿であって， Caの分布左大体
一致する.
8) S04はパンコック市の水道水を除くと，
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タイ園の最北端チエンセ工γで観測したメコンJIの
要XI. 
17.1mgjlが最多であったタイ圏内lこおける SO，の分布は第9図の如く， 1.9mgjl以下の稀薄
な水が調査した31地点のうち18を占めた.
9) Clli Naと同様にコラー ト高原の河川仁多く，こと仁乾期の観測値はチイJlI(コオγケェ
シ〉とムウン川(スヮリγ)に著しく多量であった.従ってコラー ト高原の河水が岩塩の影響を最も
強く受ける場所はコオシケェンとス。リγの近傍にあると考えられた.チイ川の Cl量の季節変化は
第5図のどおり，乾期の最高時lこ312.5mgjl，雨期の最低時に4.7mgjlと大幅な変化を示した.
しかし圏内の Clの分布は第 10図の如く，中央大平原の北部と西部，およびマライ半島都仁は稀
薄であって， ことにピγ，ヨム， ワンの3河)1の年間平均含有量は0.5-0.8mgjl仁過ぎなかった.
10) Si~ の年間平均含有量は 6.3-23.7mgjlの範囲内にあって，第1図のとおり， タイ米
の主産地メナァムチヤオブラヤT流域に多く， コラート高原，東海岸，マライ半島仁少量である.
11)溶存固形物は食塩含有量の多いチイJIの244.7mgjlと， Caおよびアルカリ度の多いパサク
川の182.3mgjlとが最も濃厚であり，マライ半島部サイブリイ)1の35.3mgjlと東海岸チャンタフリ
イ)1の36.5mgjlが最も稀薄であった.タイ園内の溶存固形物の分布状況は第12図のとおり，
東海岸とマライ半島都が稀薄であり，他の地域が濃厚な傾向にある.
12)浮滋物の分布は第13図のとおり，メナアムチャオブラヤ7流域とメコン本流とに多<.マ
ライ半島部に少量である.最高のナン)1の年間変化は第14図の如く，雨期の最高時には 1436.4
mgjl，乾期の最低時には28.8mgjlと顕著な変化を示したが，浮世存物の少なし1サイブリイ)1は最高
時82.6mgjl，最低時8.9mgjlに過ぎなかった.
13)浮滋物中に含まれる金属の相違を明らかにするため仁，スペクトログラフによる分光写真を掲
げると第20図のとおり，パサク，クワノイ， メエクロンの3川では石灰岩が溶解しきらないで固体の
まま流されていることが明らかであり，また錫はクワノイ川仁，銀はタピイ川に多く検出された.
14)混濁度は浮世岸物と大体比例し，ナシ川が最も高く，マライ半島の河川湖沼が清透であった.
15) pHは最低5.9，最高7.1であって，石灰岩の影響が大きし1にもかかわらず，有機物の影響
によって， 弱酸性を呈する水が圧倒的に多く， 調査地点31のうち pH6.8以下の箇所が23を
数えた.
16)中央大平原を流れるメナァムチヤオフラヤ7とメエク口ンの両流域の特徴は， Caとアルカリ度
に富み，広範な地点にわたって石灰岩の影響が著しし¥またメナァムチヤオブラヤ7流域には農業
上大切な成分であるKと Si~ が多く，またメエクロγ仁は Mg が多し\ しかし ClとSO，が乏し
いことも両流域の特質である.
17)メコシ川はタイの平均水質lこ比べると SO，が著しく多いほか， Ca， Mg，アルカリ度，浮滋
物などが多(， Na， K， Clが少なしi'.メコン川がタイの国境仁治って流れる聞に Caは32.1より
26.8 mgjl仁， HC匂は116.9より100.3mg/lに， SO，は 17.1より 12.2mgjl仁，また溶存
固形物は145.3より 124.3mgjl tこ減少し，塩類が次第仁稀薄となる傾向があって，稀薄な支川
水が合流する結果と考えられた.またその聞に浮世宇物，混濁度も減少して，流下ととも仁水が消透
となる傾向が認められた.
18)メコシ)1が溶解して運ぶ無機極類の量は，河口より 1，500kmの上流仁位するノシカイ地点
tラオスの首都ヴィエンチアシの対婦近傍〕において，毎秒0.65屯，年間仁積算すると20，500，000
屯となり，との量は日本最大の河川利根川が年聞に溶液として運ぶ無機塩類1，250，0∞屯の16倍
強にあたる. しかしこの量をノンカイ地点における流域面積 287，OOOkm2で割ってみると， 陸地
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1km~ あたりから流れ出す無機成分は年間 71 屯であって，利根川のそれの 80 屯， またわが国の南
西部にある宮崎県大淀川の220屯仁比べると， メコγの陵地溶解作用はむしろ緩漫であることが知
られる.
19)タイ国はモツスー ソの作用によって1年が明らかに雨期と乾期とに2分され，乾期には塩類
が著しく濃厚となり， 雨期仁は稀薄となる.メコツJIの季節的変化は第15図に，コラー ト高原ム
ウシJIの変化は第16図仁，また中央大平原のメナ7ムチヤオブラヤ 7およびピγJIIの水質変化は第
17， 18図仁示してある.
20)ムウγJIIの溶存成分のうち季節的な増減が最も激しいのはNaとClであって，最高時の濃度
は最低時の20倍に達したが， Ca， HC03のそれは6-7倍であり， SiO2は約2倍仁過ぎなかった.
従って季節的変化は成分仁よって一様でなく， Na， Cl>Ca， HC03>Si02の順であった.
またメコγにおいても，変化の程度は異なるが， 50"， Cl， Na>Mg， Ca， HC03>Si02の順序が
あって， Si02の変化は最も小であった.
21)マライ半島部南端のサイブリイJIの季節変化は第19図に示すとおり，年間を通じて降雨量
の多い海洋性気象によって，各種の溶存成分が稀薄であり，しかも他の地域のような規則的な乾
期，雨期の水質変化が認められなかった.
またサイブリイJIのCl量は年間平均1.1mg/lであって，季節風により海洋から運ばれる塩分の
影轡が軽微であることを示した.
22)グイ， 日本両国の水質の相違を明らかにするため仁， 各成分の濃度と河水頻度との関係を
比較すると，第3-11表および第21-29図のとおりである.
23) Ca含有量は日本の382河川の平均が9.5mg/lであるに対し，タイの平均はその2f音量の
19.8mg/lを含み， H∞sは日本の32.3mg/l仁対し，タイは2.5倍の82.6mg/lを含有する.
従って河水に及ぼす石灰岩の影響は，タイの方が日本よりもはるかに大であり，タイの水は酸性を中
和する力が強。-
反対仁 50"量は，タイの平均 3.3mg/l仁対し， 日本はその4倍強仁当る 14.0mg/lを含有
し，特殊な酸性河JIの分布する火山国日本の方が圧倒的に多い.
24) Kは日本の河水の総平均1.3mg/lに対し，タイの平均は2倍量の2.5mg/lを含み，稲
作上非常に有利である.また水中の K/Naの比率もタイの方が高〈日本が低い.
25)日本の河川の Clの平均は6.4mg/lであり，タイの平均は12.7mg/lである. しかしタイ
のClの濃厚な河川はコラー ト高原に限られており， 岡高原が岩塩層を含む特殊な地域であるか
ら，これを除外して計算すると， タイの平均は4.7mg/lとなり，海仁固まれ，風によって運ばれる
塩分の影容を受ける日本の方が多量であることがわかる.
26)タイの郎4含有量は調査した31箇所のうち30箇所が0.00-0.01mg/lであった.鉄分
の多い熱帯の赤色土壌を貫流する関係で日本よりも燐酸分が乏しし1と考えられる.
27) Si02含有量は日本の平均が21.6mg/lである仁対し，タイは16.0mg/lで，火山国日本
の方に多し¥
28) KMnO"消費量とアルブミノイド窒素はタイ国の方が日本よりも多量で，有機物の多い傾向
がある.
29)溶存固形物は日本の平均が85.3mg/l，タイは115.2mg/lであって， 日本の水が稀薄であ
り，タイが波厚である.
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30)浮世岸物は第29図のとおりタイの水仁はるか仁多<，また混濁度もタイが高い. 農業上からみ
れば，滑透な日本の水仁比べ，水田に対する客土的な効果が大きいと考えられる.
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